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2.研 究 のね らい ・目的

平成7年 度の研究は、前年度の研究の延長上 にある。そのため、前年度の繰 り返 しになるが、

この研究のね らい と目的をまず述べてみたい。

この研究 は、近代東南アジアの諸地域において 「われわれの文化」という観念が どのように

形成 され、 また発展 しつつ あるかを問うものである。今 日、 「文化」という観念は、人類史を

通 じ時と場所を異 にするあらゆる集団に適用される。われわれは 「縄文文化」 「江戸町人文化」

「古代 ローマ文化」 「ルネッサ ンス文化」等々の概念を、 自明のものとして論 じている。だが

一方で、あま り意識 されぬが同じように 自明なのは、現在のような 「文化・culture」 の用法が

西欧近代 に起源 し、古 くとも18世 紀末以前には遡 らないことである。

もちろん近代以前にもさまざまな人間集団が、別の集団 との対比において 「われわれ」意識

をもち、 「われわれの流儀 ・習慣」などについて語ってきたであろう。単に表現が変わっただ

けで中身は変わ らないという見方 も、可能かも知れない。 しか しわれわれは、近代西欧に生ま

れその後世界中に伝播 した文化 という語 と、 この語を もちいて 「われわれ」を語 る制度 ととも

に、重要な変化が起 き新 しいものが生まれたと考える。今 日に至る近代世界の編成は、 この概

念 ・言説制度を近代特有の ものとして生み出し、また、それに影響 されている。 「古代クメー

ルの文化」等々を論ずるのはもちろん重要な意味のあることである。だがそれ とは別に、西欧

近代起源の概念 と言説が世界中に流行 し、あらゆるレベルの政治共同体 が文化を語 ることによ

って 自己と他者を語 り規定 しあっている現状を、近代の世界史の問題 として検討 したいのであ

る。文化は外部か ら客観的に発見 される 「もの」のようなものではな く、集団的自意識、ある

いは集団的であることを主張す る自意識 として、近代の歴史のなかにこそ存在す る。それはま

た、近代世界における 「地域性」 というものを考える重要な手がか りともなるはずである。
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東南アジアにおいて、文化の概念はまず西欧の語彙 として、西欧植民者 ・東洋学者の手によ

って普及 した。諸地域にそれぞれ固有の文化なるものを見 い出 してい く制度は、植民地支配の

対象である従属的な他者を作 り出すに不可欠の手段であった。同 じ概念はまた、外来語 として、

あるいはやがて各地に生まれる国語のなかに翻訳 されて、支配 される側の自己規定の言葉 とな

り、ナショナ リズムの言説の核 とな り、 さらには、 さまざまにレベルの異なる顕在的 ・潜在的

な政治共同体が 自己を形作 るのに欠かせない ものとなってい った。文化 という概念 と言説の起

源、歴史的展開、現状 の研究を通 じ、東南アジアの近代が西欧起源の普遍的制度にと'う反応 し、

外に対する内であるはずの自己を、また さまざまに区別される国や地域を、いかに想像 し作 り

だ しているかを検討す るのが、われわれの目的である。文化は歴史のなかで形成 され、また歴

史の展開に影響す る一つの作用 ・効果である。文化概念を研究者の側の視点で実体化す る時に

生まれ る恣意性 を避けるため、文化がそれぞれの地域や集 団のなかでどう語 られてきたかを問

題 とす る。

問題は、東南アジア近代の全体 に関わる非常に大きいもので、今回の研究は予備的なものと

考えている。研究代表者 と各分担者は、 これまで各人の研究蓄積を生か して、特定のテーマを

定め、部分か ら事例を積み上げて行 く方向を とっている。その具体的内容は次節以下に述べる。

3.平 成7年 度の研究経 過

本年度は研究会を重ねるとともに、代表者 ・分担者各人がそれぞれ、科研費国際学術研究な

どの別の財源を活用 し、東南アジア各地での調査 ・資料収集を行 った。イ ン ドネシアの伝統染

物産業につ いての現状調査 と歴史資料収集、東南アジア各国における博物館、文化振興政策、

文化 フェスティバル、文化的モニュメン ト造 りなどをめ ぐる調査 と資料収集、フィリピン ・ピ

ナ トゥボ火 山の大災害以降、危機にある民衆の中か ら文化的自意識が新たに生 まれ る過程の調

査な どが、本年度の主 な活動だった。

研究会は以下のように4回 行われ、研究代表者 ・分担者に加えて外部からの招待講演者 も加

え、議論の場を持 った。

第1回 研究会:6月22日

来 日中の ライデ ン大学マ レー ・イ ン ドネシア言語文学講座教授HenkMaier氏 を講師に招き、

"W
ritingMalayLiteraryHistory"と 題す る発表を受 けた。従来正統的であるような、著名な

マ レー語テキス トをた どる編年的歴史か ら視角を大き く転換 し、地域 と時代を越えたマ レ』語

的想像力の歴史をたどろうとする氏の構想は、東南アジアの近代に新 しい語彙や概念が生まれ
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て くる過程を探 る我 々の研究にとって、啓発的な ものであった。

第2回 研究会:10月29日

まず関本が、 「イン ドネシア近代におけるバテ ィック産業の発展 と伝統文化像の変転」の題

で発表 した。発表 は、今 日のイン ドネシアと世界で、この国の 「伝統文化」を代表するもの と

されているバティックの伝統が、近代の経済発展、競争、技術革新、国際的な人 と物資の流れ、

さらにはナショナ リズムや国家形成の過程で、いかに変容 ・発展 してきたかを明 らかにし、伝

統の変容がすなわち伝統の形成であることが強調された。その一部は、r総 合的地域研究』10

号に発表 されている。

ついで清水 は、 「フィ リピン ・イメー ジの再生産」 と題す る発表を行 い、戦前期以来 日本の

出版物に現れてきた 「陽気で楽天的だが平気で嘘をつ き信義 に欠 けるフィリピン人」というイ

メージを、歴史的にたどり、アメ リカにおけるフィリピン像、フィリピン知識人層に見 られる

対抗言説な どと比較 しなが ら、外か ら与え られるイメージと自己像 との相関や葛藤について考

察 した。その一部は 『比較社会文化」誌 に発表された。

第3回 研究会:1月27日

まず内堀が、本年度マダガスカルで行 った調査に基づき、 「マダガスカル人の自画像」の題

で、当地の文化状況 について報告を行 った。公式に18あ るとされ る諸部族、方言差、地域差、

宗教による分化 にも関わ らず、言語文化的に均質性が高いこと、アフリカとアジアのはざまに

あ りなが ら、アジアへの無知 ・無関心、アフ リカへの漠然 とした侮蔑 ・恐怖が広 く見 られるこ

と、な どが示 された。

次に田村は 「ビルマにおける文化の 自画像」の報告を行 った。そこでは、政府の文化政策の

面で、外国文化に対する文化の防衛、伝統衣服、伝統芸能の育成が強い言葉で強調される一一方、

かならず しも他者 との交渉や葛藤の中で強烈な文化のダイナ ミズムが発生するわけで もない、

ビルマ特有 の事情が明 らかにされた。

第4回 研究会:2月17日

2名 の講師を外部か ら招いて研究会を行 った。まず、鏡味治也氏(金 沢大学文学部)よ り、

「バ リ島の慣習組織 コンテス トと民族文化の再構築」の発表を受けた。そこでは、近年のバ リ

地方政府による地方文化振興政策の諸相が明 らかにされ、とりわけ毎年全 島で組織 される慣習

組織=村 の間のコンテス トが、政府の設けた詳細な審 査項 目によ って組織 され る実体が詳 しく

語 られた。 こうして、国の レベルで 「文化」 「慣習」等に整然たる規定が与え られ、国民 国家

の枠組の下で、地域の 「生きられてきた文化」が意識的に語 られ規定 され る 「地方文化」 に変
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容 していくバ リ、そしてイ ン ドネ シアの状況が、詳細なデータによって明らかにされた。

ついで梶原景昭氏(北 海道大学文学部)に より、 「民主主義の文化的諸相」 と題す る発表が

行われた。発表はまず、 「民主主義」概念一般が もつ普遍性 とあいまいさとにふれ、ついで

「民主主義の国」であることに強い 自負心をもつ フィ リピンにふれて、その民主主義のもつ限

界を論 じ、民主主義に必要な社会文化的 「インフラス トラクチ ャー」とは何かという問題が提

起 された。

さ らに研究代表者 ・分担者はそれぞれ以下のような研究活動を行 った。

関本は昨年に続き、科研費(国 際学術研究)「 東南アジア島喚部における国民文化と地方文

化の相関的動態に関する文化人類学的研究」(代 表 ・東京大学 ・山下晋司)に 加わ り、11月6

日よ り12月30日 までイ ン ドネ シア ・ジャワ島において、19世 紀後半以来 のバテ ィック産業の社

会史 と現状の民族誌的調査を行った。調査は、20世 紀前半の蘭領東イン ドで発行 されていた新

聞雑誌類か ら、バテ ィック関係の記事を探索す ること、イン ドネ シア ・バティック協同組合連

合本部と各単組、工業省バテ ィック研究センター、各大学図書館などでのバティック関係史料

の収集、バティック生産者、企業、商人、市場などの訪問調査を中心に行い、産業 ・市場の社

会経済史 と、バティックをめ ぐる言論 ・世論を探 った。 これ と合わせ、主に現在発行されてい

る新聞雑誌類の検討や文化 ・芸術関係者 とのイ ンタビューを通 じ、イン ドネシアにおける文化

的な意識と実践の現状を探 った。成果の一一端は、第2回 班研究会で発表するとともに、 「総合

的地域研究』誌、r創 文』誌 などに発表 した。

内堀は、前年度に引きつづ き、マ レーシア連邦サラワク州における諸集団がみずからの 「'文

化」を どのように語るか、あるいは語 り始めているかにつき、主 として文献に もとつ く調査を

行なうとともに、科研費(国 際学術研究)「 イ ン ド洋西域諸社会における伝統の創 出」(代 表 ・

一橋大学 ・長島信 弘)の 一環 として
、マダガスカル共和国内のベツィレウ社会の予備調査(10

月5日 ・一ll月5日)を 行なった。 さらにこの調査の帰途、サラワク州においてイバ ンの居住地

に作 られた多 目的ダム、およびダムの完成 とともに設置 された観光施設が住民の生活に与えつ

つある影響、 とりわけ観光施設における雇用 とロングハウス観光 ツアーか らの現金収入が 自文

化意識の促進に及ぼす効果について、短期間ながら見聞する機会を得た。

田村は、数回に渡 りベ トナム、タイ、 ビルマ等に調査に赴 き、各国の文化政策 と文化意識を

探 った。また、ll月 には国立民族学博物館において国際シンポジウム 「文化の生産」を主宰 し、

現代の国民国家形成、政治経済環境の急激な変化、さらにはグローバル化の流れの中で、各地

で文化がどの様に生産 され、またそれが権力 といかに関わっているかについて、3日 間の討論
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を組織 した。 シンポジウムの成果は近いうちに刊行 される予定である。

清水 は、ル ソン島 ・ピナ トゥボ山の噴火が もた らした受難、とりわけ故郷喪失 という体験を

め ぐるアエ タ個 々人の語 りを、昨年度までに計50人 ほどか ら採録 し、サ ンバル語お よびタガ ロ

グ語の文字テキス トに起 こしてきた。それ らのテキス トは、彼 らが、再定住地での新生活 にお

いて、政府や援助団体 の職員 との交渉や平地民 との交流をとお して、アエタであることの自意

識や集合的な民族 としての自覚を強めていることを明白に示 している。今年度はそれ らのテキ

ス トの編集作業をおこない、rKasaysayanngErupsiyon(噴 火をめ ぐるイス トリア:民 族の

意識 の生成)』 と題 して、フィリピンで出版す る準備を進めた。アテネオ ・デ ・マニ ラ大学 出

版会か ら前向きに検討するとの返答を得てお り、噴火5周 年の96年6月 までに最終稿を完成す

ることをめざしている。また噴火後の彼 らの民族的な自覚の高まりにつ いては 「生成過程のた

だなかにある新たな民族 自画像の作成作業」と捉え、その詳細な分析を続けている。それ らの

最終的な詰めの作業のために、2月 末か ら1ヶ 月間 ピナ トゥボ地域の再調査を行 った。

清水はまた 日本で流布 しているフィリピン社会 ・フィリピン人のイメージが、フィリピン人

自身の抱 く自己意識、 とりわけ知識人が描 くフィリピン社会 ・フィリピン人の像 といかに乖離

して いるかについての研究に取 り組み、成果を第2回 班研究会で発表す るとともに、r比 較社

会文化」誌に寄稿 した。すなわち、 日本 においては、 「陽気で楽天的だが平気で嘘をつ き、信

義に欠けるフィリピン人」というイメージが先の大戦時から急速 に広 まり、今 日に至るまでほ

とん ど変化せずに保持 されている。それ らのステ レオタイプ的なフィリピン人像は、テ レビ ・

ドラマ、漫画、小説、 さらには腕曲な表現なが ら研究者の書いた論文や著作にいた るまで一貫

して顕著に見いだされる。そ して研究者の場合 には、アメ リカ人が英語で書いたフィリピン社

会 ・フィリピン人の分析考察に大きな影響を受 けている。そうした外部からの眼差 しや決めつ

けに対 して、フィリピン人の研究者たちは激 しく反発 し、逆 にスペイン支配期の民衆反乱か ら、

反米闘争、 日本軍政へのゲ リラ戦による抵抗、農地解放を求 めるフクバ ラパ ップの乱、さらに

は反マルコス運動か ら 「二月革命」にいたるまで、 フィリピン民衆の個々人が、 「人」 として

の尊厳 と民族の 自主独立を獲得するための抵抗を続けてきたことを強調す る。そ して主 として

アメ リカの研究者が、 「明るく社交的あるいは友好的」な側面にのみ着 目す るのは、主体性 な

く植民地支配に迎合す ることを必要 とす るフィ リピン人像を捏造することで、結果として新植

民地主義的な支配を正当化す る陰謀に加担 してきた と糾弾す る。 フィリピン人の研究者や知識

人にとって、真のフィリピン社会あるいはフィ リピン人とは、真の解放 と自己実現を求めて

「未完の革命(unfinishedrevolution)」 を戦い続けること、言い換えれば未来への投企の
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なかに形成されつつ存在 として意識され、描かれているのである。 フィ リピン社会 ・フィリピ

ン人の像をめ ぐる外 と内の認識のギャップが明 らかになった今、その懸隔をいかに埋めるかが

今後の課題である。

4.研 究の成果 とフロンテ ィア

さしあた り本年度の研究で得 られた成果は、以下の3点 にまとめることができる。

1、 イ ン ドネ シアの伝統染物産業については、3年 前か ら続けている調査を通 じ、多 くの新

たな文書資料が集 まり、また、現段階における、都市 中間層の消費文化発展 とも関わる、文化

商品と してのバ ティックの新 しい差別化の様相 を、知 ることができた。 ジャワを中心 とするバ

ティックは、イ ン ドネシア文化を代表する文物の一つ として、国内で、また国際的に知 られて

いる。調査からは、現在のバテ ィックの伝統のかな りの部分が、19世 紀末以来の技術革新、国

際的な競争の中で発展 してきた こと、近代化による伝統が脅か されているという今 日のイ ン ド

ネ シアに広 く見 られる意識は、現在見 られるよ うな伝統がまさに発展の渦中にあ った今世紀初

頭には、すでに強烈 に存在 していたことが明 らかにな った。伝統の変容がすなわち伝統 と伝統

意識の形成過程にほかならず、なんらか固定 した地域の伝統がまずあり、ついでそれが近代に

変容するという継 時的見方は、それ自体が近代のイデオロギーである。

2、 今 日の東南アジア各国における、博物館、文化振興政策、文化フェステ ィバ ル、文化的

モニ ュメン ト作 りなどについて多 くの観察 と資料が集 まり、文化表象の根本的な政治性、文化

をあ ぐる人の集団問の表面に見えぬ闘争について、知見が深 まった。 これ と関連 し、フィ リピ

ンの例に典型的に見 られるように、政治的 ・経済的に優位にある外部の国や集 団の眼差 しへの

屈伏 と抵抗 とが、文化の 自画像を屈折 し重層化 した ものにし、また文化のダイナ ミズムを も生

んでいることが、 より詳細に明 らかになった。

3、 危機にある民衆の中か ら文化的自画像が新たに生まれる過程について、フィ リピン ・ピ

ナ トゥボ山のネグ リー ト系住民の例か ら、知見が深 まった。故郷喪失、再定住地での新 しい生

活、国内外のマス コミや援助団体 との接触などの新 しい経験 が、住民の問にアエタ意識を再構

成 してい く現在進行 中の過程か ら、重要で興味深い研究成果を得ることができた。現在 までの

成果 は、それぞれは直接 に有機的関連の無い幾つかの事例の集積である。歴史的背景に 目を配

りなが ら、現在進行 中の文化状況を探るというこの研究課題 は、今後 もさらに多 くの比較事例

を集めなが ら、文化についての新たな理論化を図る方向で、継続 されね ばならない。重点領域

研究の一環 としての研究活動は、本年度で終了す るが、今後 も代表者 ・分担者のそれぞれが、
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単独で、また可能な共同の形態で硫究を続けて行きたい。現在までの個 々の成果は、各人がす

でに発表 した り、 さらに今後の発表を予定 しているが、総論 的なもの、および資料的部分 につ

いては、 この研究班の共同の成果 として、来年度中になん らかの形でまとめ発表 したいと考え

ている。

5.メ ン バ ー の研 究 業績(平 成7年 度 発 表 分)

関 本照夫

事典項 目 「東南ア ジア ー社会統合 」 「ブ リタニカ国際大百科事典』(全 面改訂版)TBSブ リタニ

カ,1995.

「バ テ ィック産業の経済 と文化 」 「創文』368号:18-21,1995.

事典 項 目 「ジャワ人」 「ス リナム」 『世界民族問題 事典』平凡社,1995.

日本 の人類学 と日本史学」 「講座 日本通史別巻1・ 歴史意識の現在』岩波書店,pp.123-147,

1995.

「イ ン ドネ シア近 代のバテ ィック産業の事例 一文化 の自画像 の生成」 『総合的地域研究』10号:

38-42,1995.

"Uniforms and Concrete Walls : Dressing 

   Appearances: Dressing State and Society in 

   KITLV, (forthcoming).

the Village 

Indonesia, ed.

under 

 by

the 

Henk

New Order. " In Outward 

Schulte Nordholt, Leiden,

内堀基光

「日本的文化 人類学はあ りうるか」 「文化人類学 』2号:1445,1995.

「歩 くことと連帯(鶴 見良行著 「ココス島奇諺』 「東南 アジアを知 る』書 評)」r週 間読書人 』

1996年2月3日 第1面.

田村克己

「仏教の周縁 にて 一一ビルマのナツ とガイ ン」田辺繁治編 『アジアにおける宗教の再生 一宗教的経験

のポ リテ ィクス』京都大学出版会,pp.131-151,1995.

「文 化の生産」 『月刊みんば く』1996年2月 号 二18一玉9.

「宗教体系 と民族誌記述 の方法.1「 民博通信 』71号:69.73,1996.

清水 展

「尊厳 と和解、そ して 『不在の正義』:フ ィリピン社会の秩序 」清水昭俊編r洗 練 と粗 野:社 会を

律す る価値』東京大学出版会,pp.97-115,1995.

「再 臨す る宗教・再生す るデモクラ シー:フ ィリピン 「二月革命』とカ トリシズム」田辺繁治編 「ア
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ジアにおける宗教 の再生:宗 教的経験のポ リテ ィクス』京都大学学術 出版会,pp.403-411,

1995.

「日本におけるフィリピン ・イメー ジ考一上r比 較社 会文化』第2号:15-26,1996。
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